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詰問

近時自回虫症の蔓延Vd':農村は勿論都市陀於ても高度に注し，全国的に関心段高まりつ Lある
が，その防湿は地方的乃至国家的の強力た施策に待たねば充分の効果ぽ期し難いと考えられ
るO 栃木県那須郡親閤村は同県の北部に位ナる戸数 812，人口 5316(昭和 25年国勢調査)を有
ナる純農村であるが，金村の約 70%以上が厚生省式 B型 3槽改良便所(以下省略して改良便
所と記ナ)を設置して既に 10年を閲し，寄生虫卵の保有卒も全国稀に見る優良たる成績を保持ー
している衛生村であるO 著者ほとの村に昭和 7年開業以来居住し，昭和 16年改良便所設置宇ぼ
にして応召し，昭和 21年 5月内地に帰還すると共に再び帰村し，無寄生虫村を実現ナペく寄生
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虫撲滅に挺身して現在に至っている。偶々ある時の検{更に於て，同村小学校のある組の学童の
みに突然高卒の姻虫卵保有を発見した。との原因を案ヂるに同学童が秋季修学校行で日光に 1
泊し，帰村し?と事があるが，該旅行に於て蜘虫の集団感染をうけたものと考えざるを得なかっ
た。事IJ々 集団的危姻虫感染の発見は姻虫夏延の高度な地域に於ては極めて困難な事である O 親
閤村に於ては寄生虫の保有率が少し旦つ著者は昭和 24年秋より毎年金村の検{更を励行L，、村
民及び学童の寄生虫特に姻虫卵保有者(特に小・中学生の検{更は年間数回行った。)の現況を把
握していた為め， .集団感染の事実を存易に発見出来たのである。著者は更に人刺虫卵及び豚姻
虫甥を以て人体感染実験を実施l，自問虫の感染と発育の実態を究明し，先の集団感染に設明を
加え，併せて人及び豚蜘虫の異同問題考察の費に供せんと試みた。裁に第 1編に於いて当村の
厚生省式改良便所の効果と奏功の要因に関して記述し，第2編に於いては鯛虫の集団感染並に
姻虫の人体感染実験の成韻を述べ以て識者の批判を仰ぐ次第である O
第 1編 親璽村に方さげる厚生省式改夏健所の効果
第 1章改震便所設置前の寄生虫卵保有率
昭和 16年親岡村は厚生省指定村とな D全村に改
良便所を設置ナる事となった。設置の直前即ち昭和 
16年 2月栃木県立大岡原保健所(所長山口喜一氏〕
は同保健所の杢機能をらげて本村に於ける一斉検使
を実地した。
第 1節検艇の方法
検使に先立って各部落毎に座談会を開催して寄生
虫の病害を知ら、しめ，便所改善の必要を設き，それ
には先ず検便の極めて大切なととを徹底止せしめた。
検使は直接塗抹法によった。
第 2節検使成績
第 1表に見る如〈金村 2929名に於ける寄生虫卵
保有者数は 1200名，その百分比は 41%であり，内
虫回虫卵保有者は 891名く30.4%)，鈎虫卵保有者 317
名く10.8%)であった。鈎虫の保卵者は比較的多<， 
2種(多くは姻虫と鈎虫〕の虫卵保有者は 78名であ 
った。
第 2章改震{更断の普及とその効果
第 1節改良便所の設置
親岡村に於いては昭和 16年春 4月県下各町村に
先んじて厚生省指定村として厚生省式B型三槽改良
便所を全村設置に決定した。当地方は大戦直前の物
費不足と経済不況に加え，農政!村に実在する年廻!1， 
方位等碩迷なる迷信に禍されて全対改良使所の設
置というと主は，至難中の至難事でるったが，厚生
省，県衛生課，大田原保健所，村当局及び村民の一
丸となっての熱意に劃期的な大事業も，昭和 17年
第 1表 親i調村民於ける寄生虫検査成績く昭和 16年 2月大田原保健所調査〉
字下十査人員
陣人員|姻保卵者数
対く保的卵ず保卵者叡l!百く分幼比保卵者数I百C%分〉比
鞭 虫 2卵同時
保有者保卵者数l!百く%分〉比
親障i北区 
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滝 沢 
‘滝 岡 
花 閤
萩の目 
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67 
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計 I2929.1 1200 I41.0 J 飢|制 I'317 1 10.8 I12 I0.4 I78 
註本表は 4才以上の者の調査成績。
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第2表 '親園村に於ける改良便所及び普通便所利用調査く昭和 24年4月調査〉
._~...\煙所元11 回一I~~~=I I~~~=l !改良便所I '，..~ ~刊 :C-P)(引 Iflh"，1 便所 I7~~ ~*l~ 改良使所'?_ l 'l<l~ i "~d ，'1;;..7.l 1 '7_ ~' l *l~ I，w~:.. .ttt; ~~ I 
宇天王竺別|のみ使用|その人数|普通便所|その人数|及び制)町村|その人数|普通便所|その人数
川 '-..1V~ V/， ~m 1 1FI;o.cu10<;.171 1 の使使用 1

親園北区 
  88く6)戸 553(26) 519く4) 119く19) 318( 85)1 66く20) 
55( 8) 345( 39)，グ南区 6く3) 28(13) 27(18) 128( 29) 
43く4) 28実 取 291く13) 63( 31)13く5) 
47く4) 4206く 5) 31滝 沢 17く4)， 77く19)
34( 1) 206( 5)持 阿 9 40 
，72く2) (1日花 90435く11) 161(.46)35く16) 
30 196 6萩ノ日 33 24 116( 81)4 25(17) 
689( 4) 594 2 10( 1)字国川 49 15 66く 6)
j209(75) ./鰍297)
4 
12 
計 290ω) I 7 必I32)く， I 378のI 458(29) 1 57
註括孤内は終戦後移住して来た戸数及び人員を示ナ。
本1表調査の範囲は 4才より 60才迄とし親闘中学校生徒教官の協力により調査ナ。
度には金村便所の85%が改善され，その目的を略，
貫徹し得たのである。然るにその後戦時中となりセ
メ νトその他の構築物資もいよいよ不足し， 100% 
の設置を見ざるうち転入者，或は分家等により戦前
に比しで戸数。噌加を見，昭和 24年度には第 2表
の如く金村の 71%が改良便所を保有ナるに止り，内 
8%は改良使所と普通便所併用であり，普通便所の
みの使用は 28.6~告である。筒 24 年度、より年間 40 個
の割合を以で 1伺 2500何の補助を村より mして継
続事業主して改良便所の構築を奨励しているので未
設置家庭も漸次減少している。
第 2節 改良使所設置後に於ける寄生虫卵保有卒
親倒村に庁舎u、では改良使所設置中誌にして，村医
の著者は応召、し，無医村とな P且つ戦時中又格戦後
の混乱の為め，村民に対ナる検使或は駆虫等，寄生
虫に対ナる何等の予防措置もとられず，著者が帰村
ナる玄で殆と:放任されていたので，改良便所に対ナ
る村民の認識は余P期待をかけられなかったのであ
る。f(ljして終戦後は環境衛生の不良や駆虫剤の不足
等によれ全国的に寄生虫の蔓延状態であったが著
者は終戦後"且つ改良使所設置後始めて村肉の小・
中学校児童の検便を実地し，その姻虫及び鈎虫の保
卵者数の少いのに驚き，同ーの方法を以て近隣町村
の学童を検査した。その後金村民の検使を毎年繰返
し盆々厚生省式改良便所の効果の大なるを認識した 
ので、あ答。 一
第 1項検査方法。村内衛生，思想の涌養
先ず検使に先立つで村内 8部落の内毎日一部落宛
部落民を集めて座談会を催し，寄生虫の有害等実際
の例を引き詑明しで如何に此度の検便が大切であ各
かを認識せしめるに努めた。 
2) 採担!の方法
使の採集は最も大切な事であって，との使が予定
温り集って来るならば集団検使は既に成功である。
親関村に於いてはとの採使に対しでは金村が協力
している。先ず‘採使用の封筒と竹楊子の製作は中学
生の仕事である。使の集積は婦人会の担当であっ
た。著者はとの採使には貝殻等白代りに約 14ρcm
平方のセロハシを使用し，それを入れ忍封筒には予
め番号を書き入れた。此のセロハレの長所は使を包句
んだ外から見る事が出来るのと，検使のi探セロハン
に包んだ主 L竹楊子でっき砂:って採使出来るので衛
生的なとこるにある。次に集団検艇に於いては便景
が適量でなく，叉mj日等に採取したものは乾燥して
検査不能になるものであるが， t.ロハシの場合は水
を滴下し暫らく放置し使の所を適当の大きさに鋲?で
切断し，直接載物ガラ九に塗擦し被蓋ガ乏主主で、被う
て検鏡するのである。而して検鏡は直接塗沫標本に
ヨいて行った。哩想的には同一艇から数枚の標本を
作って検鏡ナあ事が望ましいのでるるが，著者は同
ーの便からは 1枚宛の標本を作製した。 1枚の擦本
であつでも要は塗抹者の熱意と熟練にある。との便
から必ず虫卵を見つけ出そう主する員剣さがあれば
1枚の標本でもよい成績が得られ答。著者はとの信
念で検査に当 P又助手を教育している。検便は一度
，~徒らに多数を期せず毎日 200 名以下とし，検鏡は
著者以外には入手をかけない事とした。但し助手
は仕事に馴れたものを使用したが番号の整理に 2
名，糞使命。塗抹に 2名，都合最少限4名は必要であ
-346ー
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!J，塗抹・には最も熟線した看護婦を使用した。
糞便を混和ナミ5た必には 11商の生理的食塩水を使
用し， f-1肢としては標本の全視野を検鏡して虫卵を
全然認めないものをー，虫卵数 1~9 を+， 1O~99 
をす十， 100以上のものを世と記した。昭和26年度
よPは受精卵，未受精卵を区別し，筒必要に応じて
アシナフオルミン，ホルマリシ集卵法を採用した。
第 2項検使成績 
1) 昭和 24年度に於ける寄生虫検査成績
親問村に於ける改良便所設置後初めての検使成績
が第 1図及び第 3表であるが，近隣学童の姻虫保卵
者卒高きに比し当村に於いて進かに低卒である事が
見られる。
第3表に於いて特に目立つのは鈎虫保卵者の醸減
である。即ち，改良便所設置前317名の該保卵者数
は，改良便所を設置して7年絞り検査に貴ぞいて僅か
学 会 雑 第 29巻 
3名に減少しでいあ。姻虫保卵者も 891名く30.49'の
から 441名く17.7%)に減少している。然忍に隣接他
町村に於いては戦前よ P指加しでいる状態である。
第3表に示せる昭和24年度に於ける鯛虫卵保有
者を個人的に生活様式からその感染源を遁究し，且
騒業的に区分して観察した。特に職業上姻虫卵保有
率の高いものは，大工，自動車運転士，助産・婦(当
地方にては助産婦は出産後食事をしで来る習慣があ
る。)，電工等で、他町村に出で食事をする機会のある
者でる号事は興味深い。一家中唯1人の保卵者でそ
れが大田原町の和洋裁にjfi学していあものが4.9%
もある。とれはやはり大田原町で、感染しで来るもの
と想像される。次に大田原町或は西那須野から糞尿
を運搬して同畑に使用している家庭では殆んど一家
揃って保卵者である事も注目すべきでああ。
第 1図 親岡村及び近隣町村に於ける小中学校姻虫保卵者
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第 2図 個虫卵保有者と未受精卵保有者の関係 
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第3表 24年度親閤村寄生虫検査成績 第 4表 25年度親関村寄生虫検査成績
人検査員 者保数卵|!(向幼上 姻虫!312i宮その他守坦
2 152.2 113 21.64 1親問北区 
く東洋毛〉 
295 74 25.08 74 i25.08 
実 取 
親園南区 
227 33-14.53 32 14.09 1 
241 56 23.23 56 23.23 滝	 沢 
主
205 25 12.19 25 ]2.19 
花 障i 392 43 10.96 42 10.71 1 
萩ノ日 
滝	 岡 
190 
宇岡川 I411 42 110.211 42 110.21 
畑保卵者虫I百E分%コ比 j1鈎保卵工者担 その他の虫卵よf与l受責
531 63 4親閑北区 11.9 一
335 284グ南区 25.1 一
29 1一 238 12.1実	 取 一 
239 32 ]3.4r者	 沢 一 一
234 26 111.1涜	 岡 一
.400 55 113.8花	 闘 一
萩ノ日 58 ! 28.7 1 一
11字国_)lJ_ 一
計
計 
Z 	 小学校
中学校 
2671 14.9 1 21 
2 
註本表は 4才以下 60才以上を除〈。
第 3図は第 3表1'(.於ける検査人員 3，642名に対し
姻虫卵陰性者は白JL，姻虫保卵者は黒丸を以て作製
したその分布地図の一部であお。図を見れほ各家庭
の姻虫卵保有の状態も一日跨然とナ<>0著者は是に
依って，改良便所の効果を州定し，且，健康管理や
畑虫予防対策の基礎とナ<>考である。 1ふら 24愛
で同内は改良便所のない家庭の多いところで，要注
計 I3837 I659 1 17.2 I21 
註本表は4才以下 60才以上の者は合まず。
第 5表 25年度那須郡北部中，小学校く中学5，小
学 12)姻虫保有者検査成績大田原保健所調査
検査人員 _~OO;-高高寸面百分比.I
4771 I 3110 I 62.2% 
第 6表 26年度親園村1<:於け<>寄生虫検査成績
。昭和 26年 12月検使〉
意地域とし， 1ft処に予防の昂ふ点を置いて行〈計画で
ある。その~f-号 19 は全戸大岡原町に接して終戦後
に出来上った都落でるるが改良便所の設置は 1戸も
なく且，風塵の甚しい所で従て畑虫卵の保有率も高
いので特に重視していo状況でるお。 
2) 昭和 25年度に於ける寄生虫検査成績
第4表に見る如〈被検者3837名中畑虫卵保有者 
659名く17.2%)であり，第5表に示した近隣町村の
小・中学生の保有卒 62.2%に比しで甚だ位ろかでるる。
め昭和26年度に於け忍寄生虫検査成績
本年度より姻虫卵保有者を夫々受精卵，未受精卵
保有者.に区別した。第 6表に見る如く 3325名の検
精卵
検査 虫間保 内精 そ 姻金
卵 未 の人
バ'5l:
t卵明卵3 αの虫己71 受卵 他虫者!H 
686! 138 46 !鈎1鞭虫 1 20.1 13.4親問北区 
10 /1 2 グ 126.4 24.0425 112グ南区 
8 グ5298 	 32 10.7 	 8.1実	 取 
グ1305 	 56 4 18.4 17.0r竜	 沢 
グ1255 	 39 12 15.3 10.8‘荷	 岡 
506 	 54 1 121 10.7 	 6.5花	 間 
グ1312 103 3 33.0 32.0萩ノ目 
グ3 10.0 	 6.2538 	 54 20宇田川 
計 [3325同8811241鈎15鞭 2117.8! ~4.0 
註本表は 4才以下 60才以 tの者は合会ず。
査人員中畑虫卵保有者は 588名く17.8%)であれ
内に未受精卵保宥者 124名が含主れてい o;実際問 虫卵保有率が少い事はとの保卵者の中に多数の未受
題としては受精卵保有者 464名 (14.0%)が予防上 精卵保有者の含まれていお事からも窺われ，又との
重要な対象になって来るのである。倫虫卵保有の成 未受精卵保有者の多いと云うととは個々の姻虫感染
積の良好な部落程未受精卵が多い。即ち未受精卵の 者の寄生虫数が非常にタい事を裏書ナ与ものであっ
多い部落が良好な部落と見られるのである。以上の で，改良便所の優秀きが此処にも証明されていあの
関係を図示すると第2図の如〈面白いものとなり， である。
姻虫卵保有率が 30%以上となると未受精卵保有者 次に受精卵，未受精卵に区別して検鏡ずる事は，
が極めて少〈なって来る‘事が見られるト親岡村の畑 雄虫のみ寄生していて検使の際見落されても未受精
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第 3図 親閤村の掴虫卵保有者分布図
大田原町  
q免
き*'
。
佐久 山 町
備考 本表には，中・小学校生徒の畑虫卵保有者を含室ず。
。画。
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卵のみの%に比較しで凡そ推察されると思う。雌
虫ほ多〈の場合雄虫よ.!Jも多数であり，小泉氏は学
堂の駆虫に際して排出した蜘虫の検査に於いて，時 
対雄の比は 168:93でるったと報告し，著者の第 2
編の実験にかきいでも雌対雄の比は 65:27であった。
備集団検便に於いて受精卵と未受精卵が混合して見 
出される事の極bで少いのほ，いやしくも雄虫があ
ればよく受精せしあ得る事を物語つでいる。
第 3章検便以外の寄生虫郵検査成績
第 1節 漬物桶底の盤*中に於ける寄生虫卵
漬物の野菜に寄生虫卵が附着しているかどうかを
知る為めに白菜を主とした漬物稲の底部に於ける塩
水中の寄生虫卵を検査した。生死の推定は総で Su岨 
dan ][染色訟によった。.f;!!Jち SudanJ.[不染を生，
染色したものを死卵とした。勿論同法による生死の
列定は必ずしもE確でないが仮Dに上記の如く記ナ
如何を観察せんとした。
くの検査方法
(1)主主カムを静かに除いてから暫時の後，その上
澄みを 10cc宛取o。
くわ底部の沈澱をよく捜持して混合し混濁波を
10cc取る。
くのく1)とく2)について集卵後 Sudan1II染色法
により生死を推定した。
くb) 検査成績
その成績は第8表の通りで液唐の部には殆ど虫卵
がない。併し，底部には倫多少の生卵が残されでい
ると忠われる。
第8表改良便所第三槽の寄生虫卵 
る事とした。先ず漬物，桶の底に 20ccの注射器を静
かに沈め該部に於けあ沈法物を吸いとりく10cc)と
。日
死生 
よ
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れを遠心集卵し後検査を実地した。その成績は第7
表の遁 Pで検査例白約 3/ ~こ姻11t卵が認占うられ，而4， 
も未受精卵が比較的多い。
第 7表漬物橋中の寄生虫卵
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第 2節 改良便所第3槽に於ける寄生虫卵
改良使所第3槽に虫卵が残存しているか，又生死 
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第4章学童の掴虫卵保有と 項でああ。普通蜘虫寄生者は偏食だといわれていた
各種。威績とめ関係 が本調査では反対であった。 t~J朝日新聞の健康学級
親闘.，1、学校に於いて阿美校長以下教Ijj~諸君・をわず 表彰でも同村宇田川小学校く100人以下の学級〉は
らわして学童597名につき寄生虫，特lて姻虫卵の保 県内に於いて6年生は 24年度第 1位， 25年度第2
有者及び非保有者に分け栄養，体格，学業成績，運 位， 26年度個人入賞， 27年度第2位。親悶小学校6
勤に関しで調査して貰った。検査はナべて現在にお 年生く100人以上学級〉も 27年度県第 2位を得てい
ける成績を 1学級毎に上，中，下の三段階に分別し る。親闘村の児童が血色が良いというこ ιは他町村
集計した。第 9表に於ける如く虫卵保有者は非保有 の人によく言われる事である。倫著者の開業当時五I
者に比して一般に成績が劣っている。次に同児童に なり見られた子供のひきつけは当村内では近来殆ん
ついて特徴 12項日をあげての調査によると第四表 どなく甚だ珍しい事となった。
の如くその内特に目立つのは第 1，2，5，6，9，11，12 
第9表親国小学校現主主の成績
一回目 I 一
山
>t三 義 運 動
人員 1 29姻虫卵保有 Ir. .Jo"t I 

I18.4
% 
1.551 
虫回虫卵|人員 1186 1 202 1 51 1 150 1 226 1 63 1 123 1 212 1 104 1 134 1 234 1 
非保有 1.%. 1 42.41 40.0 1 11.61 34.21 14.31 28;0 1 48.31 23.71 30.51 53.31 16.2 
番号
第 10表児童の特徴調査成績
保 有|非保有
別 |一一一了一一一|一一一一一一
人員|似I 1. I0人ム 
く158)1 /U Iく439)'
種別 lZ122L3421ijs111計種 
ンU
123456789012
TiTi
i 
第5章親園村の実状
第 1節現勢統計
人口と世警数，産業別戸数，面積，家者数は第 11 
---14表の様である。
第 11表親問村の人口と世帯数
|昭和1吋22年 )23年 125年 129年
 
人口数 
 5316 I5，'233 
世帯数 812 I 805 
落成疲あ食血口偏神排無品開
ウぜ氏
4412131323QUFOQUQU9ω ト1.71叩山村|5?空問?誇15.931.0 I 79 が不易易や主器、、き/が角食ががち血色経尿
l
っ績れき い振いいいい炎だいい口舌なナ芸名
ワハ】刈品 
UQU
2.5 I24E 5.5EQU9
噌
20.3 I53 12.1 “ 
日吋ベイO811却ベ叫叶十←|卜トi2ド18125 卜. 卜同川川州1ωi

28.4I97 
11.4I43 
22.3 
10.0 
戸数同71 3 I6 10'j14 j20 I22 I90 1 812 
17.7 
7.6 
I 83 
I 
18.9 第 13表有租地面積総面積1，872町歩
17 3.9 
23.4I 42 8.4 回 | 畑 |山林原野|宅 地そーの他 
3.8 I 17 3.9 
(52%) Iく17%) I(27.5%) I(3%) I(0.5%) ‘ 
8.2 I 48 10.9 
第 14表家畜飼養農家数及び飼養頭濁数
20.3 I 56 12.8 
く昭和25年2月1日〉
17.7 I65 14.8 五戸空[農家数|頭濁数点ぞき|農家数[頭濁数
字L用牛 I 4戸1 4 1I lfC I 20戸I 27 
投肉用午 I90 102 兎 116 I209 
馬 1434 493 鶏 531 12，839 
細羊 1 12 12 家鴨 14. 
山羊 I62 70 蜜蜂 2 I 9 
と Lに注目ナペきはー農家の耕作田畑が多〈平均 
2町余であれ又畜馬数の比較的多い事で、ある。
第 2節衛生思想の向 hと協力関係
親園村は生活改善運動について県下に於いても優
秀な村でああ。先ず県下各町村に卒先して台所改善
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が行われ，既に村内 50~告が改良されでいる。又村民
の一般衛生思想も高c寄生虫予防に対ナる関心が
深い。従って村長以下村民の改良便所に対ナる認識
の深い事が次の事か邑も知ちれる。
く1) 改良便所の全戸設置を期しで村当局は昭和
24年度より毎年白40戸を限度に 1戸 2，500悶の補助
を支出している。
く2) 寄生虫予防に対しでは検使の費用及び駆虫
薬の金額を村で負担してい否。
く3) 婦人会は検使に協力し昭和 24年以降毎年
各部落に於いで寄生虫やその他衛生関係の座談会を
催し，検使の際には 1日平均 4人婦人会員が検使助
手として出動していあ。
く4) 小・中学教官は寄生虫に対する関，t，が深〈
寄生虫の講習会或は寄生虫保有生徒の調査を実植し
でい忍。検艇の際の封・筒，竹楊子等の作製は全部*
学生の仕事であ石。
く5) 農業協同組合は検(更に協力し採使用のセロ 
ハシを供出し，又大岡原保健所が特に陰に腸に協力
してい忍。 
第3節堆肥及び化学肥料之の関係 
農産物の噌収は堆胞かちと云われ，親岡村に於い
でも毎年堆肥品評会を行って堆肥の噌産を計ってい
る。{住主宅よ-りp堆
がキ相日当ある程で，親闘村に於ける耳推E肥の生産は他町町‘
村に傷つでいる。しかし人糞尿はよ:ff:.胞と同様重要腕 
されている。
本村で、はよ住肥の醗酵に人糞尿を生の主 L使用しで
いるものは全然なし 40%は出来上コた堆肥に麦
播きさ宇の折，混じて直ちに使用しでいるが，残りの
60%は堆肥には混合使用せず，改良便所からの人糞
民をそのま Lか，或は水にうナめて使用している。 
しかし化学肥料(迅燐酸，その他〉を堆肥に混合使
用しでいるものが多数であお。村民は改良便所から
の人糞尿は使いよくく又きたならしくなく悪臭もな'
い〉肥料効果も充分で作物のた占うにも好結果で化学
肥料よりもコストも安〈有利であれ便利であると
考えでいる。村民は既に改良便所糞尿を化学肥料以 
上に使利に気安く使いこなしている。即ち該糞尿が
効果的に使用されでいる第一の哩由は使いよく肥料
効果が大であるという点で、あって，寄生虫撲滅とい
うことは副産物であった。
改良便所が村内に於いで毎竿多数噌設され，又近
隣町村に次第に増設が波及して行〈事実は以上の点、
にあると考える。糞尿を化学肥料以上に効果的に使
いとなしでいる点は日本農業の現在の最高水準に建
しているものと考えられる。倫在来の便所からの糞
使などはきたなくで使えないというのが金村民の声
でちる。
第 4節親医i村の改良便所設置に有利な点
(1) 村の指導者層に改良便所設置に対し理解が
あった。
(2) 昭和 16年建設当初に於いて厚生省より
10，000阿，村よ!J10，000同の補助が出た。
く3) 県衛生課及び大岡原保健所の強カな応援が
あった。
豊かであ.(50
(5) 河原が近くにる!J (宇里以内〉砂利，砂等
に不自由しない。
く6) 地下水が1re( 4尺の床掘りに浸水をしな
ぃ。
く7) コシクリ F ト用型板を各戸協同で活用じで 
いる。
(8) ー農家の耕作面積が大であり，有畜農家が
多い。
第 6章 総括並比考察 
1. 栃木県那須郡親園村t士会戸数の 70係以上に厚生省式B型3槽改良便所を設置している
が，著者段村医として久しく同村に在って同改良便所の遁正方:る使用訟を指導している。昭和 
24年以来毎年金村民の検{更を実施し，改良便所設置前より寄生虫卵の保有率が著しく低下した
事を知った。叉，最近の同村近隣の町村に於いて姻卵卵保有率60%.r:二怒るに反し，木村は僅JJ
かに l8%であり， 且鈎虫の激減じた事を証明した。即ち改良便所の寄生虫予防上甚だ有効な
る事を確認する事が出来た。 
2. 検便の際，探{更にセロハンを使用して好結果が符られる。叉頻回検便の経験から検{更は
便を集めるというととが成功の基であるO それが為には衛生思想の泌養が第1である O 更に大
会 、学
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切なのは検便に従事ナる者。熱意と良心であるという事が出来る。
3. 検便は受精卵，未受精卵の区日IJをもって検鏡ずる方が疫学的により価値があると思われ
る。畑虫卵保有率のイまいととろに未受精卵が多い。未受精，受精卵の混合保卵者は極めて少な 
ぃ。とれば雄虫の活j設さを想像せしめる。 倫未受精卵保有卒ーから堆虫のみによる感染率を略推
定し得る。
4. 各家庭HC於ける野菜の漬物栴底には多少の蜘虫卵が証明出来た。叉改良便所に於いても
指示されている期間に虫卵全部が完全に死滅するもので、はない。即ち教室に於ける研究及び著 
者の成績に於いても，第 3槽よりの汲取使液中に生卵ば相当数証明されるのである。故に汲取
りにぽ底部の沈澱を掻き混ぜヂ， なるべく液唐を汲む様にした方がよい。併しながら実際問題
として考察するに， 多少の生卵がf.1llに撒布される筈であるに拘ら守寄生虫の寄生率が減退ナる
ところから推定ナると，感染被となる虫卵の撒布符度がfll.められる場合には充分予防的に奏功
するものの様である O
5. 与を童に於ける姻虫の非寄生者は寄生者より各種の成績佐一般に良好である。併しながら
学業成額等(合数多くの要素に左右されるものたるを目、て，寄生虫の影響を;邑犬評価する事ほ警
戒を要ナる。 
6. 谷川教授は各地厚生省式改良便JW設置農，付の実績を調査し，寄生虫予防上効果をあげて
いたいととろも多い事を見出したのでとれが再検を試み，その結果ある農付に改良便所を設置
せんとするには， その地のまfi:~応性を予め検討する事が必要であるととを論ビて:;Jti-られるが， 
著者は親国村の実状を調査し当村に於いてはよく適応している事を認めた。即ち本付に於いて
改良便所の成功している主要た理由は，勿論当付民の生活改善運動に熱意のある点が根本とい
弓ことが出来るが，更に各戸耕作面積が多く而も大部分が水田でf./]j地が少く有畜農業経営を取
り，且大量:に堆肥作製の習慣のある事が指摘し得られる O
第 2編 自由虫の集団的自然感染並に人体感染試験
+ 斗  
第1章岨虫の集団感染 

第 1節 学童の修学技行前の  9!回虫卵保有卒

前編に於いて述べた如く親!志村に於ける寄生虫，

特に姻虫の保有卒は極めて低(，当村は寄生虫対策 

上全国的にも有数の好成績を収めてい-3が，額同の

検便並に駆虫により著者は村氏並に学童に対じて諸 

んずるまで彼等の虫回虫の保有，感染に於ける実態を

l T  
把握していた。修学技行に際して姻虫の集団感染を
被ったと思われる親!弱小学校六年A組の生徒につい
ても放行宇年前迄  3回検使を実地し第  1表の如き成
績で、あった。即ち大約 20~台前後の保有率と考えら
ヰ℃る。
第 2節修学技行後の姻虫卵保有卒
昭和  25年 11月 23日親問小学校六年生の検便を
実地した際  B組生徒に於いては前回或は前年の検便
成績と大差のないのに反して  A組 48名に於いては
第 2表に見るように約  67%という驚くべき高度の
刺虫卵保有卒を示した。於是， A組会員の個々の学
主に対する~回虫感染機会の有無を遁及したが，その
中 11f;が下記の諸条件から拘!断して蜘虫の感柴が
極めて不自然であることを知ったのである。
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(1) と!.4年間蜘虫感染を見ない。 第 4節感染推定時直後に於ける
く2) 家族に 1名も保卵者が居ない。 学童の症状についで 
(3) 隣組にも保卵者がないし喋境も良い。!ll回虫卵の感染をうけた数日後には多少症状百発現 
(4) 改良便所があれその使用方法も確実な家
庭である。
(5) 保卵者のlj1v、部落の児童である。
然るにとの六年生は先に同年10月5日日光え修
学1f~行に出発し一泊しで帰村した事実があった。と
主に於いで是は修学技行の|際，集団感染ぜるものな
らずやの疑をもつに至った。伶第2表のようにとの
畑虫保卵者は初b故意に駆虫せなかったが自然に念
速に減少し，駆虫によって零易に最低限に達した。
第 2表親園小学校6年A組1夜行後の検使成績
1950年11月23日 
1951年2月
グ 3月
第3節旋館に於ける献立表
前述の如〈種々検討したにも拘らず，日光えの修
学技行以外には何年の感染の機会をも発見出来なか
ったので該旋行中放館に於いで感染したるもの左想
定し，その宿舎に於ける食事の関係を調査したので
ある。
同旋館に於ける当日の献立表は第 3:表の通りであ
る。即ち此の献立表によれば姻虫の感染源となり得 
るものは， 5日の夕食)J苦に上れる大根涜くとれは殆
んど生で辛かったと児童が云つでいる〕か，翌朝食
の胡瓜演が恐らくとの集団感染の原因と 'tJ:ったもの
と推定された。
第 3表修学1Ji~行に於ける日光某旅館の献立去
言言|よぷ~C /:Ui'ttfDI 備 考す玄司雫i
話担 飯1950年
汁，かんひ。ょう10月5日
煮 魚、
夕食 大 桜〆 漬
{W~ 飯H 
10月6日 汁， 里子 菜
ぜ1 と んぷ
』守 てコ 主 揚朝食
胡 瓜 む雪
女|親岡村
/1今市町 
7]<戸近海 男
10本を日光町 女 込んだ 
親闘村 H 
日光附近 H 
静岡焼津 / 
宮城石巻 女
日光附近 /1 生 涜 
H だに|静開 I~I昼食 那須邸漬大田原町/
が見られる事がある。殊に後記ずるように蜘虫の人
体感染試験に於いて多く重い症状を呈した事かち類 
推しでこの場合にも何ら恥の症状があった嘗と考え
られるが，何分姻虫感染の気付いたのが感染の時期
より 50日も経過Lでからであれ従って遡って当
時c事を調査しても明かでなかった。たピ修学技行
後風邪をiJlいたと一時不快を感じた者が数人いた事
は確実であるが他は記憶がうナれでいた。
要ナるに症状がさ程顕著でなかった事は事実らし
い。 ζれは恐ちく同fI寺に浸入した虫卵数が夫々ろかか 
った為と想像出来る。
，第2章小 揺1
1. 親園小学校六年A組の学童のI回虫卵保有卒の
念搬な1骨加を，観光地日光えの修学放行に於ける食
事(大根法〉によって集団的に感染したと推定した。
とれは姻虫の疫学上興味ある事例であれ親関村の
如きs(回虫の浸程度のith、地域に於いてのみ気付・くと
とろでああと考えられる。 
2. 今後修学旅行の際には特に漬物に注意を要ナ
るわけであれ向学校給食に於ける漬物の処理に関
しでも万全を期ナべきであると思われ忍。 
3. 但しとの際の感染を決定ずけあ為には解決せ
ねばならぬ事があ答。即ち 10月5日に放行l.，l1月
23日の検使で初めて多数の保卵者を発見したのであ
るが，検使の日に初めて排卵した主仮定しでも感染
の機会から排卵主でに 49日間に過ぎない。成書に
は成熟卵が摂取されてから成虫となり産卵する迄に
約 90日を要ずると云われあ。然るにとの場合かく
短期間で感染虫卵が母虫となった事になるので， 49 
日で果して排卵をす<>かを吟i成ずる必要がある。と
れを確認するには唯一つ学童の虫卵を以で人体感染
実験を試みる事が捷径色考えられる。 
4. 術文献によるに豚蜘虫卵の人体感染ーに於いで
人阻虫卵よりも早期に成虫とな!1，又容易に自然陰
転を来ずと云・うが，との場合の月)j-見が比較的符合す
るので、或は豚畑虫卵の感染でない恥とも一応疑う哩
由もあるわけであお。
第3章虫回虫翻の人体感染哀験
著者は前章1'(.於いて出回虫の集団感染と思われ<>例
に就いて記述した。併し前章小括に於いで論じた如
くとの場合感染の機会と考えられあ館学旋行の日か
ら虫卵発見の日までの期間が 49日でる!1， 成書の
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記載に対比しで精短い様に思惟された。叉豚姻虫卵
は感染しで成虫化ナるに要ナる日数が短〈且自然陰
転が早いというが，との例に於いて柑類似の所見が
ああのでとれらを解明ナる為，姻虫卵のλ体感染実
験を企図した。蓋し更に感染に伴う症状ゃ感染姻虫
の発育状態等を観察したいと考えたかちでるる。
抑々，動物に於ける虫回虫の感染試験はしばしば行
われ，内外を通じて古〈から数多の研究が発表され
てい答。然るに人体そのものに対ナる感染実験は
前者に比して審々たるもので濃野 ο920)，長谷川 
(1935)，松林く1949)その他の記載が若手見られ忍
に過ぎない。最近高田の研究は最も例数も多<，人
及び豚姻虫卵を使用した貴重なものであお。濃野は
人姻虫卵2，000佃を， その弟は豚姻虫卵 500個を摂
取したととろ両者共発熱及び肺炎を発し，殊に濃野
自身は一時極めで重篤な症状を星した。そり業績は
誠に掌いが，か Lる多数の姻虫卵の同時感染は自然
界に於いては極めで奇跡的なものと考えられる。長
谷川は姻虫卵25伺ずつ9名の青年男子に与え，各例
とも一斉に発作性の乾咳を訴え， 1~2 日で全快した
と報じているがその症状は軽度であった様である。
著者は著者自身並に身辺の者と篤志家を被検者と
し，教室の協力の下に姻虫の人体感染実験を実施し
感染時の症候及び姻虫の発育ゃ排卵の状態を仔細に
観察ナるととが出来た。
第 4章実験材料
第1節採艇及び虫卵算定方法
新種実験には姻虫卵の選定が重要な意義を有つ事
・は当然でるる。先ず既述。集団的姻虫感染を被った
親関村尋常六学年A組の児童の中，第 1編第3主主第
2節のく1)よりく5)に至る条件に;自合せる国井(♀〕
磯(合)，伴(♀)，伊藤(♀)，荒井(♀〉の 5名及び
対照として以前からの姻虫保有者磯(♀34才〉を選
定して使中の畑虫卵の数を測定した。その為に各1
日の排便最を採取し， Stol1民法により一定量の便
中の卵数を計算した。即ち材料の各wrからE確に 3 
g の使を秤量し大試験管にとり ~NaOH 45ccを加
10 
えよく振盟し，一定時間放置した後再度振量し完全
に混和された液の 0.15ccをピベットで取りとれを載 
物硝子に滴下しカパ グラ只 (22X 40mm)を載せF
鏡検し，全虫卵数を算定ナる。算定卵数 X 100=便
" 	19中の虫卵数で、ある。斯様に計算するとその成績
は第4衰のJm"Vである。姻虫卵をその出所により
A，B，C，D，E，Fと名附けた。街，豚姻虫卵は屠
殺揚に於いて屠豚よ P充分成熟した新鮮な姻虫を入
手し，とれを生理的食塩水中に飼育ナる|箆自然に産
卵せしめで得られる。
第 4表 糞便内の虫回虫卵数検査成績
卵数 虫卵種別
国井 I'1防 くA)
7dJ品 200 くB) 
集団感染 flo 825 (C) 
伊藤 300 くD)
荒井 125 くE)
!lg tt名|氏
対照|磯 1600 I くF)
第2節実験用姻虫卵の選定と船化
実験用車卵として人姻虫卵はI詣節に於ける (A)
及びくF)を選定，夏に豚姻虫卵くP)を如えた。
先ず生理的食謹*を以て数回虫卵を洗課長し次で、2%
ホノレマリ己/7]¥.(て投じく1950.12，29) 250Cで培養し
て全卵の完全な仔ょLt形成く1951，1，15)を待った。
と白成熟卵を以でマウ九の感染試験をなし，何れも
投与2"，-， 3日後肝臓内に姻虫の幼虫を証明して動物
の組織内に浸入ナる能力のる-o事，即ち感染可能を
確必た。かくて上記の 3種の成熟卵を夫々 50-200
個宛最中に封入し，各種最中 5個宛計15個を調製
した。
第 5章実験方法
第 1節被検者の選定
被検者の人選は下記の条件によった。
イ〕著者及び、著者の肉親の者を卒先選定。
ロ〉永年姻虫感染の無い者。
ノ、〉最近まで保卵者で、完全に駆虫した者を 1名加 
ぇ。
ニ〉改良使ElIを有し，家族近隣に姻虫感染の無い
者。
ホ〉環境良好にして将来畑虫の感染比較的少いと
思われる者。
ヘ〉大人，1、人，男女等平均に選定。
以上の条件により著者及び著者の妻，実子く男 1，
女 1)，養女 1，義弟 1，叔母 1，看護婦2，役場衛生係
2，六年A組主{主教官1の12名が感染実験を行うた
めに試食をナる事になった。著者の家族中実母は試
食を切望したが老令の為遠慮し，責任感強き益子教 
官は自ら試食を希望し，看護婦2名は共に欣然とし
てζの実験に我身を供され感搬に堪えない。しかし 
看護婦1名は試食後間もなく吐出，実験不能となり
台、〉に該当ナる養女が感染実験を実縮した。
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第2節被検者の検艇と駆虫
試食試験を実崎ナる事前の処置として試食者!て対
し集卵法による虫卵検索を 2回実地し， 2回共全員 
蜘虫卵陰性を確認，次に各自に対しヘキシ戸Jレ・レ 
グルシν錠 10伺を早朝空腹時に服用させた後， 4，時
悶絶食ぜしめた。翌朝硫苦20gを頓用せしめたが全
員排虫を見ない。 
更に 3日後再び上記の方法に依り検促して全員姻
!u卵陰性を再確認(第 5表)，設に被験者の試食準
備は完了した。
第 5表被験者明和!表
職典 年番 氏 者著続 
卵 E二
，の柄、，且!J7.l 業令ぞa
ヲー シ42 ♀1高O静O 一 妻
17-♀ 学生 次女(A) 2高O組O 一
3関O伝O 衛生係45 合
教官4益O英O 23 ♀!ー
5高Oテ O 11 ♀ +学生 養女 l験半前迄
(F) 6高OsO58 ♀ ナシ 叔母 虫卵
7撒O泰O 48 合 衛生保 有者 
8八O沢O 18 ♀ 一 看護婦
9高O安O 47 合 一
(P) 。30 10 高O貞O 11 11 骨a 合 一合 一
22 ♀12 山O千O 一
医師 著者
学生 ラた男
会社員 義弟 
看護婦
註 以下の記載には氏名を省略し番号のみとナる。
第 3節姻虫卵の試食
成熟した A.F.Pの蜘虫卵の一定数を注入した最
中を夫々 12名の被験者に試食せし必た。被験者中
看護婦1名 (No.12)は試食後吐出し実験不能にな
った他，人畑虫卵 8名，豚蜘虫卵3名計11名が試食
を完了した。
第 6章実験成績
第 1節臨床症状
試験直後吐出し試験不能になった No.12は実験
成績より省略ナる。人蜘虫卵服用の 8名は全部発症 
し，特に実験番号 1，3，4，6，7，8番の 6名は重篤な
名臨床症状を呈し， 2，5番の 2名は症状軽徴，豚蜘
虫卵を服用ぜる 9及び10番は反応極めで軽微， 11
番は無反応であった。
第 1項咳欧発作
人蜘虫卵試食被験者の臨床症状中，その主要なも
のは所謂，姻虫性肺炎 Ascaries-可Pneumoniaであ
るが，是は畑虫性肺炎と云うよリも肺炎と気管枝臨
J息を一緒l'こしたような症状である。否肺炎というよ
Pもむしろ熱を伴った崎息、と去った方が適切であ
あ Q その!度献は呼吸困難を伴ぃ昼間~;l軽快ナるが，
夜間になると一層劇しく 1，3，4，6，7，8若干の 6名
夜，殆んど-4夜3掃息性の乾:虫類発しで1は何れも
睡眠出来ない状態であった。倫脆坐す-ると楽にな p
横臥すーると又咳が強〈なる。
姻虫感染に依る咳献発作の場合，従来の研究によ
ると岐蹴と共に姻幼虫を!陸出すると云われでいる
が， 500~1000 個という大量の虫卵を試食した場合
は当然のとと L思われるも，著者D実験に於いで， 
H客疾があったのは 6番と 8番の 2名のみで，最も多
数の感染を見た 1番ナらi政駅発作は劇烈で、あったに
も拘らず， ~(同幼虫の l臨出はおろか略疾さえも殆んど
出なかった。額発ずる咳献と共に“のぎえ"るく当
地方の方言で咳を伴い疾が出そうで出ず胸苦しい状
態の意〉様になり，疾を自然と飲み怠んでし主うの 
でるる。 6番及び 8若手も略疾は多かったが，その略 
族中には~([ffi幼虫は殆んど見られず最感1mに於いても
1人 1日中の全階疾中に僅払に12---3が見られたに過
ぎない。次に豚姻虫卵を試食した著者はA群が発症
した当日同様の崎息様咳献を数回発したのみで，そ
の後何年の症状なく解泊、した。被験者 11番は無反
応， 10番は数日遅れで咳嚇を発症したるも極めて軽
度で4日で全治してい忍。第 6表で見3様に豚姻丘l
卵と人畑虫卵試食に於いて，被験者のi度。軟発作に甚
だしい軽重がある。叉人鯛虫卵の場合に於いても卵
の出所によっで症状に多少差異を来ナょうである。
即ちとの実験では集団感梁の株よりも在来の株の方
が発症カが強いという結果になっている。
続Jif，森下は f最新人体寄生虫学提要'に 6腸管
内で騨化した幼虫はj場管， J場管膜淋巴腺及び肝を経
で肺に集れとの部で数日間滞留す之5。従ってとれ
等の器官に機械的障害を与え，出血その他の病変を
起す。'と記越してい忍が著者は本実験を通じて鯛虫
性肺炎は機械的刺戟によって起あと同時に蜘幼虫よ
P排世される所詰蜘虫干苦がアレノレギ戸反応によ B迷
走神経系の異常興奮を招来し，為に鴎息様咳l激発生
し， ζれに依 D姻幼虫を/1ipより気管を通じて消化管
に移動やしめ，且発熱及び出血性の肺炎を誘発ナる
一大要因とな与ものと思惟ナ否。小県は肺臓内に入
り込みたる姻幼虫の毒素のために出血性の肺炎が起
与ものなoか，又肝臓よ 9来 Dし蜘幼虫が栓塞的に
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肺に至P血管墜を破りで肺胞に出ずる機械的機転に
よPてかくの如き高度なる出血が起し後に肺胞内
に入Pたる幼虫の刺戟ー或は毒素の為に炎症が起る
ものなるか未だ明かならずと述べているが興味が深
u、。
第2項熱発作
姻虫感染による発熱は普通の肺炎の場合と異り高
熟期間は短<3日乃至4日で，咳搬発作2日乃至 3
日後，体温 380~39.50C に譲ナミ3 。個々の発熱状態
染虫数多か Pしも発熱を見ていない。
第 3項血沈及び事麻疹様発疹
血沈は発症と共に降下し第 8表の如き成讃であ
る。事麻疹様発疹は被験者11名中 1番:及び3番の 2 
名に姻虫卵服用後10日目に発生した。姻虫感染に
おける事麻疹については赤木は蜘虫性肺炎になる
前に事麻疹様斑点が出来ると云っているが，上記の
如く姻虫感染に依る発症前の事麻疹発生は必発性の
ものではない。 friJ前年まで姻虫卵保有者にしで本年
は第 7表に示ナ如くである。倫ベニシリレの注射の 隻(駆出虫数〉の81番は本実験に於いで;.)5駆虫せ 
効果は期待きれな恥った。 2及び 5番白若年者は感 多数の姻虫が感染ぜるも殆んど発症せず，咳轍発作
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第 8表血 沈
3月16日 4月 8 f.:l月 日 
被下¥験¥司時』弘点 
1く時m間m値)¥2時間イffi[1時間値 2時間値 
14.01 28.0 70.0 8.0 
2 16.0 28.0 7.0 14.0 
26.0 5.03 62.0 13.0 
3.030.0 62.0 8.07 
5.08 6.0 10.0 11.0 
第 9表 感染より排卵までの期間と駆出虫数
排虫数被番者 試食日時 排卵開始|悶駆虫
期 間日目年一 
77f:1 '51 5/20 '51 3/4 
2 725/15 6/19 I723/4A 
3 795/233/5 6/2 I36 
814 5/26 6/10 I453/6 
81673145 5/10 6/24 
6}7 30636 5/63/4F 
785/18- 747 6/23/5 
8 3i9 不 3/24 不詳不詳 
、 
165 5/219 5/83/4 
5/21P 10 3/4 
5/2111 3/4 
平均1/] / 
験号
/ ¥叫 /1/
も故めて軽徴であった。とれは個人差によるものな
るや，畑虫蒜索の克疫によるものなるや， ft，j"興味あ
る事柄である。備本実験に於いては年少者・は比較的
症状軽微でるった事も注目ずべきであ/.)。
第 2節排卵の時期と駆出虫数
被験者7番は 74日自主では未受精卵のみであっ
たが1'1日目には未受精卵受精卵混合となり，翌日よ
りは受精卵のみとなった。
その他の者は全部最初より受精卵であった。号えに
駆虫による排虫の数は人姻虫卵感染例では 30乃至 
92隻であった。 f古J豚姻虫卵を試合した 9番く著者〉
は65日自に受精卵を出していたが，卵数は少し駆
虫の際には雄虫く体長17.0cm)が1隻排i世されたの
みで還に雌虫の排出を発見でさなかった。既にその
際は勿論虫卵も陰性であフた。是は駆虫前に既に自
然排出していたものと思われる。豚鯛虫卵試食の他
の-2例では還に虫卵の検出も出来ず又排虫も見なか
った。確かに豚蜘虫卵の人体感染は容易ではないよ
うでるる。
第 9表に示也、認知〈本実験に於いては試食後排
卵主で要した日数は最短 63日，最長 81日，平均 
72.3 日であった。 f~J排卵迫究のための検使は集卵法 
(25%アシナフオfレミシ及びエ テノレ〉により隔日F
採促鏡検した。従っておI~卵の日時は 1 日だけ短縮さ
れる場合もある訳であるが実際問題として毎日の検
使は被験者が職業を持ち，探使困難であった。
第 3節感染姻虫の発育
駆出せる畑虫の体長については，便器K採取した
るものを直ちに 2本のピνセットを以て頭部と尾部
を固定し，日感盤の上に載せ測定した。
第 10表及び第 11表は被験者第 1番〔著者の妻〉
の排虫の測定成績であり，第 12表は被験者第 4番 
虫の成績である。(姻虫の体長に1:(小学校教官〉の担
ついては普通成虫の体長雄15-30cm，雄20-35cm
左記載されているが，横川及び分烏く1932)が雄虫 
2856隻の体長を計測した成読によると，その 91.8%
は14--22cmであれ雌虫4055隻の成績はその 83.6
%は体長21-30cmであった。 f品目先回く1924)がー
老婦に試験動物体内から得た幼虫く8-10日のもの〉
を3凶に亘って試食せしめ，一定日数後駆出した成
績によると r 試食後31日目のものと思われる虫体
は2.3-3cmの体長をなし， 66日自のものと思われ
る虫体は合6-6.5cm，♀6.5cm，96日日のもの ξ
思われる虫体は合 13.5cm，'♀15.5-18.5 cmであっ 
4 
/i.士。
著者の実験に於いては被験者 1番の排虫の体長は 
115-117日に於いて雄虫の約 87%は 14.0-17.0cm 
であ P雌虫の約 89%は22-26cmであお。叉被験者 
4番の場合は 87日自に於ν、て排虫の体長の最大は 
15.0cmであり最小 7.0cm，普通 12.0-13.0cmであ
った。
浅間， ~~白川 1 ，分烏と著者の実験の成績を第 1 ， 2 図
の如f<図示ずると鯛虫の発育の概況が得られそうで
るる。即ち畑虫の発育は最初の 60 I:Jは遅々として
い忍が，排卵開始の前後よ P体長噌大し，特に 90日
以後急速に発育， 120日前後で発育を完了ナるよう
どに忠われあ。勿論個体差が存ナるから体長は日数に
比例して一様に措加するもので、ないが，体長から見
た成長完了よりかなり早くから産卵ずるものと見る
事が出来ょう。
口 onynu
体時一川 
μρβ
115日 
117日
I
! 16 
円 Jq4噌 土
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第10表 被験者第 1番に於ける排虫の発育ー唯一
¥ 日 一  
666
典一判歩一 
一 計一
第 11表 被験者第 1番に於ける排虫の発育一雄一
~-体長 
排虫ー:;:-_(cm)!17 
H ll'守~_ 
6/29 
6/30 
計
第 12表 被験者 4番に於げる排虫り発育
~、体長| | | 
L一一一一階一
品
ー地最最大|)1排虫庁早
雌
l小|普通|最大 ¥作 品|
町1 1 15.0 
|感染上り排虫最小|普通|までの日数
0
.I 1 I言。12 9l_.O 1 7.0 1 九。 I 87 
2 4 6 
第 1図
8 10 
蜘虫発育(峰虫〉き縮図 
12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 
bl 
13.0 cm 排卵開始 
112.5 
d ，17.0 
5123.
25.0 
31日 66日 81日 87日 96日 115日完杢発育
詰 a， b，dは o長田)c，e(高橋)f (横川及び分島〉は各中間値をとった。
第 2巨l姻虫発育(峰ili) fpj第 1，2図表に見ちる L如く，蜘虫の発育に於い 
1 2 4 6 8 10 12 14 16 18 2リ 22 ては雄lえは漸次体長伸展し成虫となるに対し，雌虫
at=--司 3cm 
b I ・ 6_25 
cI ====l必5 
d I 
e 
噌
υz
、 ，qd、 。 ‘ - -
ニi『 戸 、  ' h d' Aυ 
は排卵以前には雄虫と大差なく成長ナ.0も排卵期前
後よ P急速に伸展ナおものの如くである。 
f 18 

，31日 66日 目7日 96 日 115 日 120 目前後W~定i

註 a----fは第 1図の説明に同じ。

第5章 総括並に考察 
1. 著者は栃木県那須郡親園村に在って，常に寄生虫撲誠に挺身しているが，偶々同村小学
校生徒の検{更に於いて六年A組 48名中 32名に姻虫卵陽性なる事を見出し種々調査の結果，秋
季修学朕行(日光)陀於いて集団的に姻虫感染したと推定した。 
2. 学校医ぽ児童の街生状態を把握し寄生虫等についても常に意を用いるならば上記の如き
集団自国虫感染も発見し得て趨切なる補導もたし得るものと信ヂるO 叉担任の教官は修学校行や
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学校給食等の揚合，児童の食膳に上る漬物にまで細心の注意が肝要である。 
3. 蜘虫卵の人体感染実験を 12名に実施した。実験用畑虫卵は集団畑虫感染せるもので自
宅感染の疑なき児童の便から採取した。対照として村内に於いて以前より感染せる虫卵を用い
た。 1古i豚姻虫卵は屠揚で得た姻虫を生理的食塩水中に自然産卵したものを使用した。何れも充
分発育させ動物実験で感染可能なる事を確かめた上，その 50-2001聞を最中に封じ試食せしめ
た。その結果豚姻虫試食のものは殆んど反応な〈人畑虫を試食せお者全部が発症し，そのうち 
6名は重篤なる感染症状を呈した。矢島，高田の実験に比して症状の激しいのは試食虫卵数の
多かった為と考えられる。 
ι 感染症状のうち最も特長のあるものは咳欺であるCその咳噺は粉息様呼吸困難を伴う発 
_{/~J[:生のものであり多< ~土曜夜なく，幼虫の椿出を見ない。命との咳験は昼間少く夜間に頻発し
横臥ナると強度とたるも脆坐すると軽快ずる。レスタミン注射がとの段駄に有効であった。と
九の症状除虫同幼郎iの機械的刺戟ではたく所謂姻虫毒素のアレルギー反応と考えた方がよいかと思
われる。 
5. 発熱は 3日乃至4日，高熱を発するも普通の肺炎の如く持続したい。ペニシリンの注射
は何等の効果を期待出来危ぃ。
血沈~:発症後最高，男子に於いて 1 時間 26"."，30に下降ナるが間もなく健常に復する O 
6. 以上の感染時に於ける症状も，寄生虫に対ナる還境良好な組閣村に於いて永らく姻虫の
寄生を受けない者を大部分実験に供したる為，感染時の発症も意外に劇しかったもののように
思う。倫牛年前まで長く刺虫の寄生を受けていた被験者5番の如く，排虫数 81隻を数えるよう
な多数の感染を見たがら，発熱もたく，咳厚故発作も人蜘虫卵試食者中最も軽症であった。多く
の場合，咳噺発作の重軽は感染虫数の多寡に略一致しているようであるが，発熱の高低ほ感染
虫数と必?しも一致せ1"，実験者第2替の如く永年刺虫の感染を受けデ感染虫数も 72隻の多
きにありながら殆んど発熱を見たかったものもある。備本実験に於いては高年者程症状重<， 
若年者は軽症であったが，是等の事実は勿論個人的な差異は有ろうが，その他何か特別の菟疫
的関係によるか更に検討を要ナる問題かと思う o、 
7. 更に興味のある事ぽ，感染時に於けるあの重篤た症状を呈した者もその後僅かに問，腸
に異状を訴えたものもあ'ったが大部分は駆虫の日迄3ヶ月近く何等の自覚症状なきものが多か
った。か Lる事実を見る時，世の多くの臨林家は唯蜘虫の成虫の病害のみに重きを泣きとの感
染時に於ける障害(咳歎発作は重軽はあるが殆んど必発)を見逃し，単なる感胃，或は気管支
臨，患，肺炎等として片附-けているのではたいであろうか。著者は共後，母乳から食事に切り換
えて聞もない時期に於ける気管支炎，或は肺炎の診断を受けた乳幼児の中に明かに畑虫感染に
よる症状であった例を就に発見している。 
8. 姻虫の体長の増加lが幾日位で完了ナるかは文献では明かにされhていたい。多くの測定値.
が記載されているが勿論姻虫の個体差もあろうし，叉感染時期が不明で老若種々のものを混じ
ている成額である O 
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著者ほとの実験的感染試験並に同排虫の測定成総と浅間，横川及び分島の成額とを対比，綜
合して鯛虫の発育完了は仔虫包蔵卵の感染後 120日前後と推定した。故に排卵は成長完了言iJに
既に開始ナるものと考うべく，従って排卵の時期を以て成虫とたったと仮定する場合には，成
虫とたってから倫成長を続けるものと言わねば、たらたい。
最後に本研究を完成ナるに当って終始御懇篤なる御指導と御校関を辱くしたJ恩1M谷Jl!教授に満控
の感謝を体げ，向種々の御援助を戴いた田波助教授，衛生学教室員諸兄に謝意を表ナる己併せて
本実験に協力下された益子英教官， i撒井，関谷，伴，八木沢の諸氏並に大田原保健所山口所長，
芳野保健所員，税同村長並びに村民各位，親関小中学校阿見校長以下職員諸君・に対し心から御礼
を申上げる。
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